
JP 2016-66082 A 2016.4.28

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】画素の列毎に設けられた複数のデータ線により
異なる領域に反転駆動を行うための画像信号を同じタイ
ミングで供給する液晶表示装置の駆動方法において、デ
ータ線の電圧の変化が不十分なことによる表示不良を低
減できる液晶表示装置の駆動方法を提供する。
【解決手段】正の電圧を液晶に印加する第１の画像信号
を第１のデータ線及び第２のデータ線を介して画素に供
給する第１の期間と、走査線により画素を非選択として
１行目の画素に供給される負の電圧を液晶に印加する第
２の画像信号を第１のデータ線に供給し、且つ第（ｎ＋
１）行目の画素に供給される負の電圧を液晶に印加する
第２の画像信号を第２のデータ線に供給する第２の期間
と、負の電圧を液晶に印加する第２の画像信号を第１の
データ線及び第２のデータ線を介して画素に供給する第
３の期間と、を有するものとする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素部は、１行目乃至ｎ行目の画素と、ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素と、を有し、
　前記１行目乃至ｎ行目の画素へは、第１のデータ線により画像信号が供給され、
　前記ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素へは、第２のデータ線により画像信号が供給され、
　１フレーム期間は、第１の期間と、前記第１の期間の後の第２の期間と、前記第２の期
間の後の第３の期間と、を有し、
　前記第１の期間において、前記１行目乃至ｎ行目の画素を順次選択し、且つ前記１行目
乃至ｎ行目の画素に対応する画像信号を前記第１のデータ線に順次供給し、
　前記第１の期間において、前記ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素を順次選択し、且つ前記
ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素に対応する画像信号を前記第２のデータ線に順次供給し、
　前記第２の期間において、前記１行目乃至ｎ行目の画素を非選択にし、且つ前記第３の
期間における前記１行目の画素に対応する画像信号を前記第１のデータ線に供給し、
　前記第２の期間において、前記ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素を非選択にし、且つ前記
第３の期間における前記ｎ＋１行目の画素に対応する画像信号を前記第２のデータ線に供
給し、
　前記第３の期間において、前記１行目乃至ｎ行目の画素を順次選択し、且つ前記１行目
乃至ｎ行目の画素に対応する画像信号を前記第１のデータ線に順次供給し、
　前記第３の期間において、前記ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素を順次選択し、且つ前記
ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素に対応する画像信号を前記第２のデータ線に順次供給し、
　前記第１の期間における前記１行目乃至ｎ行目の画素に対応する画像信号、及び前記第
１の期間における前記ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素に対応する画像信号は、正の電圧で
あり、
　前記第３の期間における前記１行目乃至ｎ行目の画素に対応する画像信号、及び前記第
３の期間における前記ｎ＋１行目乃至２ｎ行目の画素に対応する画像信号は、負の電圧で
あることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第２の期間において、前記第３の期間における前記１行目の画素に対応する画像信
号を前記第１のデータ線に複数回供給し、
　前記第２の期間において、前記第３の期間における前記ｎ＋１行目の画素に対応する画
像信号を前記第２のデータ線に複数回供給することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２において、
　前記第２の期間において、走査線駆動回路へのクロック信号の入力を停止することを特
徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項において、
　前記第１のデータ線は、前記１行目乃至ｎ行目の画素が設けられている領域と前記ｎ＋
１行目乃至２ｎ行目の画素が設けられている領域との双方に配設され、
　前記第２のデータ線は、前記１行目乃至ｎ行目の画素が設けられている領域と前記ｎ＋
１行目乃至２ｎ行目の画素が設けられている領域との双方に配設されていることを特徴と
する表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、液晶表示装置、特に液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
表示装置は、液晶素子を用いた液晶表示装置に代表されるように、テレビ受像機などの大
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型表示装置から携帯電話などの小型表示装置に至るまで、普及が進んでいる。今後は、よ
り付加価値の高い製品が求められており開発が進められている。
【０００３】
今後はより一層の高付加価値化を図るために、液晶表示装置の各画素に画像信号を供給す
るデータ線の数を増やし、画素の駆動をより高機能化することもあり得る。例えば特許文
献１では、複数のデータ線を設ける液晶表示装置を開示している。特許文献１（図２参照
）では複数のデータ線のそれぞれと、画素のトランジスタとを接続する構成について開示
している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１８６４５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
まずは本発明の一形態の課題について説明するため、液晶表示装置の構成及びその駆動に
ついて、図１０（Ａ）乃至（Ｅ）を用いて説明する。
【０００６】
図１０（Ａ）は、液晶表示装置のブロック図について示している。図１０（Ａ）では、１
本のデータ線（信号線ともいう）より画像信号を画素に供給する場合の構成について示し
ている。
【０００７】
図１０（Ａ）には、画素部９０１と、走査線駆動回路９０２と、データ線駆動回路９０３
（信号線駆動回路ともいう）と、を有する液晶表示装置を示している。走査線駆動回路９
０２はｎ本（ｎは、２以上の自然数）の行毎に設けられた走査線９０４によって画素９０
５を選択するための信号を供給する。データ線駆動回路９０３は、ｍ本（ｍは、２以上の
自然数）の列毎に設けられたデータ線９０６によって画素に画像信号を供給する。
【０００８】
図１０（Ｂ）は画素部９０１の各画素への画像信号の供給の順序について模式的に示した
ものである。図１０（Ｂ）では矢印９１１で表すように、１行目の画素を走査線９０４で
選択して１列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給していき、ｎ行目の画素を走査線９０
４で選択して１列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給することで、全ての画素９０５に
画像信号を供給する様子を表している。１フレーム期間に相当する期間で、画素部９０１
の各画素への画像信号を供給する動作が行われることとなる。
【０００９】
液晶表示装置では、正の電圧または負の電圧の一方のみの印加による液晶の劣化を防ぐた
めに液晶に印加する画像信号の電圧の極性を反転させて供給する交流駆動が必須となる。
交流駆動にはゲートライン反転駆動、ソースライン反転駆動、フレーム反転駆動等がある
。フレーム反転駆動は正の電圧を「＋」、負の電圧を「－」で表すと、図１０（Ｃ）に示
すように正の電圧を印加する期間と、負の電圧を印加する期間が交互に現れるフレーム期
間となる。なおここでいう正の電圧及び負の電圧とは、基準電圧となる対向電極の共通電
圧（コモン電圧）との相対的な大小関係に基づくものである。
【００１０】
図１０（Ｂ）、図１０（Ｃ）で説明した、フレーム期間が切り替わる期間における、正の
電圧を印加する期間と負の電圧を印加する期間とが切り替わる際の模式図を図１０（Ｄ）
に示す。図１０（Ｄ）に示すように、ｎ行目の画素に正の電圧の画像信号がデータ線駆動
回路９０３よりデータ線９０６を介して供給された後、フレーム期間が切り替わることで
１行目の画素に負の電圧の画像信号がデータ線９０６を介してデータ線駆動回路９０３よ
り供給されることとなる。
【００１１】
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図１０（Ｄ）での任意の一列のデータ線の電圧について、縦軸を電圧（Ｖ）、横軸を時間
（Ｔ）として図１０（Ｅ）に示す。なお図１０（Ｅ）に示す「Ｖ＋」は液晶に正の電圧を
印加する際の最大の電圧、「Ｖｃｏｍ」は対向電極に印加する共通電圧、「Ｖ－」は液晶
に負の電圧を印加する際の最小の電圧となる。図１０（Ｅ）でｎ行目の画素に正の電圧の
画像信号を供給した後、１行目の画素に負の電圧の画像信号を供給する際、図１０（Ｅ）
中「ΔＶ」で示すように大きな電圧の変化が生じることとなる。従って、点線９２１で示
すように電圧の変化が不十分となることがある。特に液晶表示装置の大型化、高速動作化
が進む場合、前述の電圧の変化が不十分な領域が顕著となる。
【００１２】
ただし図１０（Ａ）乃至（Ｅ）の場合、前述の電圧の変化が不十分な領域は１行目の画素
であるため、１行目の画素が画素部９０１における視認する領域とならないように画素部
９０１の視認されない領域に１行目となる画素（ダミーの画素ともいう）を配置すること
で前述の電圧の変化が不十分な領域を視認しないようにすることが可能である。また図１
０（Ａ）乃至（Ｅ）の場合、前述の電圧の変化が不十分な領域である１行目の画素９０５
が画素部９０１の端部に位置するため、フレーム期間の切り替わりにおける電圧の変化が
不十分な場合でも、実際に視認する際には特に問題ならない。
【００１３】
一方で上記特許文献１と同様にして、液晶表示装置の画素の列毎に設けられるデータ線の
数を増やす場合について別途説明する。すなわち以下では、走査線により複数の行を同時
に選択して別々のデータ線より別々の画像信号を別々の画素に画像信号を供給する構成に
ついて説明する。
【００１４】
図１１（Ａ）は、液晶表示装置のブロック図について示している。図１１（Ａ）では、液
晶表示装置の画素の列毎に設けられるデータ線を２本として、２本のデータ線より同じ列
に設けられた画素に異なる画像信号を同じタイミングで供給する場合の構成について示し
ている。
【００１５】
図１１（Ａ）には、画素部９０１と、走査線駆動回路９０２と、データ線駆動回路９０３
と、を有する液晶表示装置を示している。走査線駆動回路９０２は２ｎ本（ｎは、２以上
の自然数）の行毎に設けられた走査線９０４によって画素９０５を選択するための信号を
供給する。データ線駆動回路９０３は、ｍ本の列毎に設けられた第１のデータ線９０６Ａ
及びｍ本の列毎に設けられた第２のデータ線９０６Ｂによって画素に画像信号を供給する
。なお画素部９０１は、２つの領域（領域９０７Ａ及び領域９０７Ｂ）に分割され、領域
毎にマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素を有するものとなる。
【００１６】
なお、各走査線９０４は、画素部９０１においてマトリクス状（２ｎ行ｍ列）に配設され
た複数の画素９０５のうち、いずれかの行に配設されたｍ個の画素に接続される。また、
各第１のデータ線９０６Ａは、領域９０７Ａにおいてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設さ
れた複数の画素９０５のうち、いずれかの列に配設されたｎ個の画素に接続される。また
、各第２のデータ線９０６Ｂは、領域９０７Ｂにおいてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設
された複数の画素９０５のうち、いずれかの列に配設されたｎ個の画素に接続される。
【００１７】
図１１（Ｂ）は、図１０（Ｂ）と同様に、画素９０５への画像信号の供給の順序について
模式的に示したものである。図１１（Ｂ）では矢印９１２で表すように、１行目の画素を
走査線９０４で選択して１列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給していき、ｎ行目の画
素を走査線９０４で選択して１列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給することで、領域
９０７Ａの全ての画素に画像信号を供給する様子を示している。また領域９０７Ａへの画
像信号の供給と同時に、図１１（Ｂ）では矢印９１３で表すように、（ｎ＋１）行目の画
素を走査線９０４で選択して１列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給し、２ｎ行目の画
素を走査線９０４で選択して１列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給することで、領域
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９０７Ｂの全ての画素に画像信号を供給する様子を示している。１フレーム期間に相当す
る期間で、領域９０７Ａ及び領域９０７Ｂの各画素への画像信号を供給する動作が行われ
ることとなる。
【００１８】
液晶表示装置では、図１０（Ｃ）で説明したように、正の電圧または負の電圧の一方のみ
による液晶の劣化を防ぐために液晶に印加する画像信号の電圧の極性を反転させて供給す
る交流駆動が必須となる。従って正の電圧を印加する期間と、負の電圧を印加する期間が
交互に現れることとなる。
【００１９】
図１１（Ｂ）で説明した、フレーム期間が切り替わる期間における、正の電圧を印加する
期間と負の電圧を印加する期間とが切り替わる際の模式図を図１１（Ｃ）に示す。図１１
（Ｃ）に示すように、ｎ行目の画素に正の電圧の画像信号をデータ線駆動回路９０３より
第１のデータ線９０６Ａを介して供給された後、フレーム期間が切り替わることで１行目
の画素に負の電圧の画像信号をデータ線駆動回路９０３より第１のデータ線９０６Ａを介
して供給されることとなる。また図１１（Ｃ）に示すように、２ｎ行目の画素に正の電圧
の画像信号をデータ線駆動回路９０３より第２のデータ線９０６Ｂを介して供給された後
、フレーム期間が切り替わることで（ｎ＋１）行目の画素に負の電圧の画像信号をデータ
線駆動回路９０３より第２のデータ線９０６Ｂを介して供給されることとなる。
【００２０】
図１１（Ｃ）での任意の一列のデータ線の電圧について、図１０（Ｅ）と同様にして、縦
軸を電圧（Ｖ）、横軸を時間（Ｔ）として図１１（Ｄ）に示す。図１１（Ｄ）では特に、
領域９０７Ｂに画像信号を供給する第２のデータ線９０６Ｂの電圧について示す。なお領
域９０７Ａに画像信号を供給する第１のデータ線９０６Ａの電圧については、図１０（Ｅ
）と同様である。
【００２１】
図１１（Ｄ）で領域９０７Ｂの２ｎ行目の画素に正の電圧の画像信号を供給した後、（ｎ
＋１）行目の画素に負の電圧の画像信号を供給する際、図１０（Ｅ）と同様に、図１１（
Ｄ）中「ΔＶ」で示すように大きな電圧の変化が生じることとなる。従って、点線９２２
で示すように電圧の変化が不十分となることがある。特に液晶表示装置の大型化、高速動
作化が進む場合、前述の電圧の変化が不十分な領域が顕著に現れるようになる。
【００２２】
ここで図１１（Ｄ）が図１０（Ｅ）と異なる点は、電圧の変化が不十分となる（ｎ＋１）
行目の画素が画素部９０１の中央付近である点にある。そのためフレーム期間の切り替わ
りにおける電圧の変化が不十分な場合に表示不良として視認されてしまう。また図１０（
Ｅ）の場合と異なり前述の電圧の変化が不十分な領域は（ｎ＋１）行目の画素であるため
、（ｎ＋１）行目にはダミーの画素を設けることができない。そのため前述の電圧の変化
が不十分な領域を視認しないようにすることが難しく、表示不良として視認されてしまう
。
【００２３】
そこで本発明の一態様は、画素の列毎に設けられた複数のデータ線により異なる領域に反
転駆動を行うための画像信号を同じタイミングで供給する液晶表示装置の駆動方法におい
て、データ線の電圧の変化が不十分なことによる表示不良を低減できる液晶表示装置の駆
動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
本発明の一態様は、正の電圧を液晶に印加する第１の画像信号を第１のデータ線及び第２
のデータ線を介して画素に供給する第１の期間と、走査線により画素を非選択として１行
目の画素に供給される負の電圧を液晶に印加する第２の画像信号を第１のデータ線に供給
し、且つ第（ｎ＋１）行目の画素に供給される負の電圧を液晶に印加する第２の画像信号
を第２のデータ線に供給する第２の期間と、負の電圧を液晶に印加する第２の画像信号を
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第１のデータ線及び第２のデータ線を介して画素に供給する第３の期間と、を有する液晶
表示装置の駆動方法である。
【００２５】
本発明の一態様は、正の電圧を液晶に印加するための第１の画像信号、及び負の電圧を液
晶に印加するための第２の画像信号が画素の列毎に設けられた第１のデータ線及び第２の
データ線により供給され、第１行目乃至第ｎ行目（ｎは２以上の自然数）の画素に接続さ
れる走査線を順次選択し第１のデータ線による第１行目乃至第ｎ行目の画素への第１の画
像信号または第２の画像信号の供給と、第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続さ
れる走査線を順次選択し第２のデータ線による第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素へ
の第１の画像信号または第２の画像信号の供給と、を同時に行うことで表示を行う液晶表
示装置の駆動方法において、第１行目乃至第ｎ行目の画素に接続される走査線及び第（ｎ
＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続される走査線により画素を選択して、第１のデー
タ線及び第２のデータ線により第１の画像信号を画素に供給する第１の期間と、第１行目
乃至第ｎ行目の画素に接続される走査線及び第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接
続される走査線により画素を非選択とし、第１行目の画素に供給される第２の画像信号を
第１のデータ線に供給し、且つ第（ｎ＋１）行目の画素に供給される第２の画像信号を第
２のデータ線に供給する第２の期間と、第１行目乃至第ｎ行目の画素に接続される走査線
及び第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続される走査線により画素を選択して、
第１のデータ線及び第２のデータ線により第２の画像信号を画素に供給する第３の期間と
、を有する液晶表示装置の駆動方法である。
【００２６】
本発明の一態様において、第１の期間と第３の期間との間に設けられる第２の期間は、第
１行目乃至第ｎ行目の画素に接続される走査線及び第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画
素に接続される走査線により画素を非選択とし、第１行目の画素に供給される第２の画像
信号を第１のデータ線に供給し、且つ第（ｎ＋１）行目の画素に供給される第２の画像信
号を第２のデータ線に供給する動作を複数回行う液晶表示装置の駆動方法でもよい。
【００２７】
本発明の一態様は、正の電圧を液晶に印加するための第１の画像信号、及び負の電圧を液
晶に印加するための第２の画像信号が画素の列毎に設けられた第１のデータ線乃至第３の
データ線により供給され、第１行目乃至第ｎ行目（ｎは２以上の自然数）の画素に接続さ
れる走査線を順次選択し第１のデータ線による第１行目乃至第ｎ行目の画素への第１の画
像信号または第２の画像信号の供給と、第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続さ
れる走査線を順次選択し第２のデータ線による第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素へ
の第１の画像信号または第２の画像信号の供給と、第（２ｎ＋１）行目乃至第３ｎ行目の
画素に接続される走査線を順次選択し第３のデータ線による第（２ｎ＋１）行目乃至第３
ｎ行目の画素への第１の画像信号または第２の画像信号の供給と、を同時に行うことで表
示を行う液晶表示装置の駆動方法において、第１行目乃至第ｎ行目の画素に接続される走
査線、第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続される走査線及び第（２ｎ＋１）行
目乃至第３ｎ行目の画素に接続される走査線により画素を選択して、第１のデータ線乃至
第３のデータ線により第１の画像信号を画素に供給する第１の期間と、第１行目乃至第ｎ
行目の画素に接続される走査線、第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続される走
査線及び第（２ｎ＋１）行目乃至第３ｎ行目の画素に接続される走査線により画素を非選
択とし、第１行目の画素に供給される第２の画像信号を第１のデータ線に供給し、且つ第
（ｎ＋１）行目の画素に供給される第２の画像信号を第２のデータ線に供給し、且つ第（
２ｎ＋１）行目の画素に供給される第２の画像信号を第３のデータ線に供給し、する第２
の期間と、第１行目乃至第ｎ行目の画素に接続される走査線、第（ｎ＋１）行目乃至第２
ｎ行目の画素に接続される走査線及び第（２ｎ＋１）行目乃至第３ｎ行目の画素に接続さ
れる走査線により画素を選択して、第１のデータ線乃至第３のデータ線により第２の画像
信号を画素に供給する第３の期間と、を有する液晶表示装置の駆動方法である。
【００２８】
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本発明の一態様において、第１の期間または第３の期間における第１の画像信号または第
２の画像信号の供給の後に、バックライトの光源を点灯する期間を有する液晶表示装置の
駆動方法でもよい。
【００２９】
本発明の一態様において、バックライトの光源は、赤色、緑色及び青色の光源である液晶
表示装置の駆動方法でもよい。
【００３０】
本発明の一態様において、第１行目乃至第ｎ行目の画素、第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行
目の画素及び第（２ｎ＋１）行目乃至第３ｎ行目の画素には異なる色の光源に基づく画像
信号が供給されるものである液晶表示装置の駆動方法でもよい。
【００３１】
本発明の一態様において、第１の期間と第３の期間との間に設けられる第２の期間は、第
１行目乃至第ｎ行目の画素に接続される走査線、第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素
に接続される走査線及び第（２ｎ＋１）行目乃至第３ｎ行目の画素に接続される走査線に
より画素を非選択とし、第１行目の画素に供給される第２の画像信号を第１のデータ線に
供給し、且つ第（ｎ＋１）行目の画素に供給される第２の画像信号を第２のデータ線に供
給し、且つ第（２ｎ＋１）行目の画素に供給される第２の画像信号を第３のデータ線に供
給する動作を複数回行う液晶表示装置の駆動方法でもよい。
【発明の効果】
【００３２】
本発明の一態様によれば、画素の列毎に設けられた複数のデータ線により異なる領域に反
転駆動を行うための画像信号を同じタイミングで供給する液晶表示装置の駆動方法におい
て、表示不良を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】実施の形態１の構成を説明するための図。
【図２】実施の形態１の構成を説明するための図。
【図３】実施の形態１の構成を説明するための図。
【図４】実施の形態２の構成を説明するための図。
【図５】実施の形態２の構成を説明するための図。
【図６】実施の形態２の構成を説明するための図。
【図７】実施の形態２の構成を説明するための図。
【図８】実施の形態３の構成を説明するための図。
【図９】実施の形態４の構成を説明するための図。
【図１０】本発明の一形態の課題を説明するための図。
【図１１】本発明の一形態の課題を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。ただし、本発明は多
くの異なる態様で実施することが可能であり、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱するこ
となくその形態及び詳細をさまざまに変更し得ることは当業者であれば容易に理解される
。従って本実施の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、以下に説明
する本発明の構成において、同じ物を指し示す符号は異なる図面間において共通とする。
【００３５】
なお、各実施の形態の図面等において示す各構成の大きさ、層の厚さ、信号波形は、明瞭
化のために誇張されて表記している場合がある。よって、必ずしもそのスケールに限定さ
れない。
【００３６】
なお本明細書にて用いる第１、第２、第３、乃至第ｎ（ｎは自然数）という用語は、構成
要素の混同を避けるために付したものであり、数的に限定するものではないことを付記す
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る。
【００３７】
（実施の形態１）
本実施の形態では、本発明の一形態における液晶表示装置の駆動方法について説明する。
なお本実施の形態では、異なる画像信号を同じ列に設けられた画素に同じタイミングで供
給するための複数のデータ線として、第１のデータ線及び第２のデータ線の２本を具備す
る構成を一例にして説明をする。
【００３８】
本実施の形態の構成は、第１のデータ線及び第２のデータ線を介して、反転駆動を行う画
像信号である、正の電圧を液晶に印加するための画像信号（以下、第１の画像信号という
）を画素に供給する期間及び負の電圧を液晶に印加するための画像信号（以下、第２の画
像信号）を供給する期間が交互に設けられるフレーム期間を用いる。加えて第１の画像信
号が画素に供給される期間（以下、第１の期間という）と第２の画像信号が画素に供給さ
れる期間（以下、第３の期間という）との間には、第１の期間と第３の期間の切り替わり
における第１のデータ線及び第２のデータ線の望ましい電圧の変化を確実に行うためのブ
ランク期間（以下、第２の期間という）を有するものである。
【００３９】
なお第１の期間及び第３の期間において、画像信号がデータ線を介して画素に供給される
ことを、画像信号を画素に書き込むということもある。また、第２の期間において、画像
信号がデータ線に供給され、且つ画素を走査線により非選択とすることでデータ線の当該
画像信号が画素に供給されないことを、画像信号をデータ線に書き込むということもある
。
【００４０】
なお、画素とは、一つの色要素（例えばＲ（赤）Ｇ（緑）Ｂ（青）のいずれか１つ）の明
るさを制御できる表示単位に相当するものとする。従って、カラー表示装置の場合には、
カラー画像の最小表示単位は、Ｒの画素とＧの画素とＢの画素との三画素から構成される
ものとする。ただし、カラー画像を表示するための色要素は、三色に限定されず、三色以
上を用いても良いし、ＲＧＢ以外の色を用いても良い。
【００４１】
なお、電圧とは、ある電位と、基準の電位（例えばグラウンド電位）との電位差のことを
示す場合が多い。よって、電圧を電位、電位差と言い換えることができる。
【００４２】
図１（Ａ）は、液晶表示装置の画素部における画像信号の供給の概念図について示してい
る。図１（Ａ）では、画像信号の画素への供給が第１の期間（図中、Ｔｐ）及び第３の期
間（図中、Ｔｎ）により、第２の期間（図中、Ｔｂ）を挟んで交互に行われる様子につい
て示している。
【００４３】
図１（Ａ）では横軸を時間Ｔとして、第１の期間及び第３の期間での画素部の領域１００
Ａの１行目からｎ行目までの画像信号の画素への供給を矢印１０１Ａ、領域１００Ｂの（
ｎ＋１）行目から２ｎ行目までの画像信号の画素への供給を矢印１０１Ｂで表している。
すなわち、図１（Ａ）における矢印１０１Ａ及び矢印１０１Ｂは、第１の期間及び第３の
期間での領域１００Ａと領域１００Ｂにおいて、画像信号を同じタイミングで各画素に供
給する様子を表している。
【００４４】
なお本実施の形態においては、領域１００Ａと領域１００Ｂとを共にｎ行の画素を有する
構成として説明するが、領域毎に異なる行数の画素を有する構成としてもよい。
【００４５】
図１（Ａ）に示す第１の期間では、画素部の領域１００Ａにおいて第１行目乃至第ｎ行目
の画素の中から走査線により画素を選択して、第１のデータ線を介して第１の画像信号を
当該画素に供給する。加えて、図１（Ａ）に示す第１の期間では、画素部の領域１００Ｂ
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において第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続される走査線により画素を選択し
て、第２のデータ線を介して第１の画像信号を当該画素に供給する。
【００４６】
図１（Ａ）に示す第３の期間では、第１の期間Ｔｐと同様に、画素部の領域１００Ａにお
いて第１行目乃至第ｎ行目の画素に接続される走査線により画素を選択して、第１のデー
タ線を介して第２の画像信号を当該画素に供給する。加えて、図１（Ａ）に示す第３の期
間では、画素部の領域１００Ｂにおいて第（ｎ＋１）行目乃至第２ｎ行目の画素に接続さ
れる走査線により画素を選択して、第２のデータ線を介して第２の画像信号を当該画素に
供給する。
【００４７】
また図１（Ａ）では、第２の期間での画素部の領域１００Ａの画像信号の第１のデータ線
への供給を点線矢印１０２Ａ、領域１００Ｂの画像信号の第２のデータ線への供給を点線
矢印１０２Ｂで表している。すなわち、図１（Ａ）における点線矢印１０２Ａ及び点線矢
印１０２Ｂは、第２の期間での領域１００Ａと領域１００Ｂにおいて、画像信号を同じタ
イミングでデータ線に供給する様子を表している。
【００４８】
ここで第１の期間と第３の期間との間に設けられる第２の期間について図面を用いて説明
する。なお以下の説明では一例として、第１の期間Ｔｐ、次いで第２の期間Ｔｂ、次いで
第３の期間Ｔｎの順に駆動する構成について説明する。
【００４９】
なお他の構成として、第３の期間Ｔｎ、第２の期間Ｔｂ、次いで第１の期間Ｔｐの順に駆
動する場合であってもよい。この場合、適宜入力する画像信号の極性を反転させる等によ
って同様の駆動とすることができる。
【００５０】
図１（Ｂ）は、上記図１（Ａ）での第１の期間Ｔｐ、第２の期間Ｔｂ、第３の期間Ｔｎに
おける、データ線への画像信号の供給、及び画素に供給される画像信号の正または負の電
圧の極性について可視化して示したものである。また図１（Ｂ）は、フレーム反転駆動を
行うための第１の画像信号の電圧を「＋」、第２の画像信号の電圧を「－」で表した際の
、フレーム期間が切り替わる期間の模式図となる。
【００５１】
図１（Ｂ）では第１の期間Ｔｐにおける、第１のデータ線１０４Ａにｎ行目の画素１０６
の第１の画像信号、及び第２のデータ線１０４Ｂに２ｎ行目の画素１０６の第１の画像信
号、がデータ線駆動回路１０３より供給され、ｎ行目及び２ｎ行目の画素が走査線１０５
により選択されることで画素１０６に供給される期間における液晶表示装置の動作を示し
ている。なお図１（Ｂ）では、第１のデータ線１０４Ａを介してｎ行目の画素１０６に供
給される第１の画像信号を点線矢印１０７Ａで示している。また図１（Ｂ）では、第２の
データ線１０４Ｂを介して２ｎ行目の画素１０６に供給される第１の画像信号を点線矢印
１０７Ｂで示している。
【００５２】
また図１（Ｂ）では第１の期間Ｔｐの後の第２の期間Ｔｂにおける、第１のデータ線１０
４Ａに第３の期間Ｔｎで１行目の画素に供給する第２の画像信号、及び第２のデータ線１
０４Ｂに（ｎ＋１）行目の画素に供給する第２の画像信号、がデータ線駆動回路１０３に
より供給され、全ての行の走査線を非選択とすることで画素１０６に供給されない期間に
おける液晶表示装置の動作を示している。なお図１（Ｂ）では、第１のデータ線１０４Ａ
に供給される１行目の画素に供給する第２の画像信号を点線矢印１０８Ａで示している。
また図１（Ｂ）では、第２のデータ線１０４Ｂに供給される（ｎ＋１）行目の画素に供給
する第１の画像信号を点線矢印１０８Ｂで示している。
【００５３】
また図１（Ｂ）では第２の期間Ｔｂの後の第３の期間Ｔｎにおける、第１のデータ線１０
４Ａに１行目の画素１０６の第２の画像信号、及び第２のデータ線１０４Ｂに（ｎ＋１）
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行目の画素１０６の第２の画像信号、がデータ線駆動回路１０３より供給され、１行目及
び（ｎ＋１）行目の画素が走査線１０５により選択されることで画素１０６に供給される
期間における液晶表示装置の動作を示している。なお図１（Ｂ）では、第１のデータ線１
０４Ａを介して１行目の画素１０６に供給される第２の画像信号を点線矢印１０９Ａで示
している。また図１（Ｂ）では、第２のデータ線１０４Ｂを介して（ｎ＋１）行目の画素
１０６に供給される第２の画像信号を点線矢印１０９Ｂで示している。
【００５４】
次いで図１（Ｂ）での第１の期間乃至第３の期間での任意の一列の第１のデータ線１０４
Ａの電圧について、縦軸を電圧（Ｖ）、横軸を時間（Ｔ）として図１（Ｃ）に示す。なお
図１（Ｃ）に示す「Ｖ＋」は液晶に正の電圧を印加する際の最大の電圧、「Ｖｃｏｍ」は
対向電極に印加する共通電圧、「Ｖ－」は液晶に負の電圧を印加する際の最小の電圧とな
る。
【００５５】
図１（Ｃ）の第１の期間Ｔｐでは、まず１行目の画素に第１の画像信号を書き込み、その
後順次２行目乃至ｎ行目の画素に第１の画像信号を供給する。次いで図１（Ｃ）の第２の
期間Ｔｂでは、第３の期間Ｔｎで１行目の画素に供給する第２の画像信号を、第１のデー
タ線に供給する。次いで図１（Ｃ）の第３の期間Ｔｎでは、１行目の画素より第２の画像
信号を書き込み、その後順次２行目乃至ｎ行目の画素に第２の画像信号を供給する。
【００５６】
図１（Ｃ）での第１の期間乃至第３の期間の電圧の変化は、第１の期間と第３の期間とで
は、特に１行目の画素に第２の画像信号を供給する際、図１（Ｃ）中「ΔＶ」で示すよう
に大きな電圧の変化が生じることとなる。そのため、予め第３の期間Ｔｎで１行目の画素
に供給する第２の画像信号を第１のデータ線に供給しておく第２の期間を設け、点線１１
０で示すように電圧の変化を第３の期間の前に生じさせておく。その結果、図１（Ｃ）の
第３の期間Ｔｎでは、予め第１のデータ線が負の電圧となっているため、１行目の画素よ
り第２の画像信号を供給する際に第１のデータ線の電圧の変化が不十分なことによる表示
不良を低減することができる。
【００５７】
図１（Ｃ）と同様にして図１（Ｂ）での任意の一列の第２のデータ線１０４Ｂの電圧につ
いて、縦軸を電圧（Ｖ）、横軸を時間（Ｔ）として図１（Ｄ）に示す。なお図１（Ｃ）と
同様に、図１（Ｄ）に示す「Ｖ＋」は液晶に正の電圧を印加する際の最大の電圧、「Ｖｃ
ｏｍ」は対向電極に印加する共通電圧、「Ｖ－」は液晶に負の電圧を印加する際の最小の
電圧となる。
【００５８】
図１（Ｄ）の第１の期間Ｔｐでは、まず（ｎ＋１）行目乃至２ｎ行目の画素に第１の画像
信号を書き込み、その後順次（ｎ＋２）行目乃至２ｎ行目の画素に第１の画像信号を供給
する。次いで図１（Ｄ）の第２の期間Ｔｂでは、第３の期間Ｔｎで（ｎ＋１）行目の画素
に供給する第２の画像信号を、第２のデータ線に供給する。次いで図１（Ｄ）の第３の期
間Ｔｎでは、（ｎ＋１）行目の画素より第２の画像信号を書き込み、その後順次（ｎ＋２
）行目乃至２ｎ行目の画素に第２の画像信号を供給する。
【００５９】
図１（Ｄ）での第１の期間乃至第３の期間の電圧の変化は、第１の期間と第３の期間とで
は、特に（ｎ＋１）行目の画素に第２の画像信号を供給する際、図１（Ｄ）中「ΔＶ」で
示すように大きな電圧の変化が生じることとなる。そのため、予め第３の期間Ｔｎで（ｎ
＋１）行目の画素に供給する第２の画像信号を第２のデータ線に供給しておく第２の期間
を設け、点線１１１で示すように電圧の変化を第３の期間の前に生じさせておく。その結
果、図１（Ｄ）の第３の期間Ｔｎでは、予め第２のデータ線が負の電圧となっているため
、（ｎ＋１）行目の画素より第２の画像信号を供給する際に第２のデータ線の電圧の変化
が不十分なことによる表示不良を低減することができる。
【００６０】
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なお図１（Ｃ）及び図１（Ｄ）では、第３の期間で１行目及び（ｎ＋１）行目の画素に供
給する第２の画像信号の電圧の変化が不十分とならないようにする構成について説明して
いる。特に本実施の形態の構成では画素部の中央付近となる（ｎ＋１）行目の画素に接続
される第２のデータ線の電圧の変化が不十分となる際に効果的である。すなわち、画素部
の中央付近となる（ｎ＋１）行目の画素は特に、視認する際に表示不良を視認しやすく、
またダミーの画素を設けることも難しい箇所となる。そのため、本発明の一形態による構
成とすることで、当該表示不良を低減することの効果が大きい。
【００６１】
なお本発明の一形態による構成は、液晶表示装置の大型化、高速動作化が進む場合、前述
の電圧の変化が不十分な領域が顕著に現れることとなる。そのため、特に大型の液晶表示
装置、高速動作を要求される液晶表示装置において、特に効果が大きい。
【００６２】
次いで、図１（Ａ）で示した領域１００Ａ及び領域１００Ｂを有する画素部の詳細につい
て図２（Ａ）乃至（Ｄ）で説明する。
【００６３】
図２（Ａ）は、液晶表示装置のブロック図について示している。図２（Ａ）では、液晶表
示装置の画素の列毎に設けられるデータ線を２本として、２本のデータ線より同じ列に設
けられた画素に異なる画像信号を同じタイミングで供給する場合の構成について示してい
る。
【００６４】
図２（Ａ）には、画素部２０１と、走査線駆動回路２０２と、データ線駆動回路２０３と
、を有する液晶表示装置を示している。走査線駆動回路２０２は２ｎ本（ｎは、２以上の
自然数）の行毎に設けられた走査線２０４によって画素２０５を選択するための信号を供
給する。データ線駆動回路２０３は、ｍ本の列毎に設けられた第１のデータ線２０６Ａ及
びｍ本の列毎に設けられた第２のデータ線２０６Ｂによって画素に画像信号を供給する。
なお画素部２０１は、２つの領域（領域１００Ａ及び領域１００Ｂ）に分割され、領域毎
にマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素を有するものとなる。
【００６５】
なお、各走査線２０４は、画素部２０１においてマトリクス状（２ｎ行ｍ列）に配設され
た複数の画素２０５のうち、いずれかの行に配設されたｍ個の画素に接続される。また、
各第１のデータ線２０６Ａは、領域１００Ａにおいてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設さ
れた複数の画素２０５のうち、いずれかの列に配設されたｎ個の画素に接続される。また
、各第２のデータ線２０６Ｂは、領域１００Ｂにおいてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設
された複数の画素２０５のうち、いずれかの列に配設されたｎ個の画素に接続される。
【００６６】
図２（Ｂ）は、画素２０５への画像信号の供給の順序について模式的に示したものである
。図２（Ｂ）では矢印２１１で表すように、１行目の画素を走査線２０４で選択して１列
目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給していき、ｎ行目の画素を走査線２０４で選択して
１列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給することで、領域１００Ａの全ての画素に画像
信号を供給する様子を示している。また領域１００Ａへの画像信号の供給と同時に、図２
（Ｂ）では矢印２１２で表すように、（ｎ＋１）行目の画素を走査線２０４で選択して１
列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給し、２ｎ行目の画素を走査線２０４で選択して１
列目乃至ｍ列目の画素に画像信号を供給することで、領域１００Ｂの全ての画素に画像信
号を供給する様子を示している。１フレーム期間に相当する期間で、領域１００Ａ及び領
域１００Ｂの各画素への画像信号を供給する動作が行われることとなる。
【００６７】
図２（Ｃ）及び図２（Ｄ）は、画素２０５の回路構成例を示す図である。具体的には、図
２（Ｃ）は、図２（Ａ）の領域１００Ａに配設された画素２０５の回路構成例を示す図で
あり、図２（Ｄ）は、図２（Ａ）の領域１００Ｂに配設された画素２０５の回路構成例を
示す図である。
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【００６８】
図２（Ｃ）に示す画素２０５Ａは、ゲート端子が走査線２０４に接続され、ソース及びド
レインの一方の端子が第１のデータ線２０６Ａに接続されたトランジスタ２２１と、一方
の電極がトランジスタ２２１のソース及びドレインの他方の端子に接続され、他方の電極
が容量線に接続された容量素子２２２と、一方の電極（画素電極）がトランジスタ２２１
のソース及びドレインの他方の端子並びに容量素子２２２の一方の電極に接続され、他方
の電極（対向電極）が共通電圧を供給する配線に接続された液晶素子２２３と、を有する
。
【００６９】
図２（Ｄ）に示す画素２０５Ｂも回路構成自体は、図２（Ｃ）に示す画素２０５Ａと同一
である。ただし、図２（Ｄ）に示す画素２０５Ｂでは、トランジスタ２３１のソース及び
ドレインの一方が第１のデータ線２０６Ａではなく第２のデータ線２０６Ｂに接続される
点が図２（Ｃ）に示す画素２０５Ａと異なる。
【００７０】
なお、トランジスタは、ゲートと、ドレインと、ソースとを含む少なくとも三つの端子を
有する素子であり、ドレイン領域とソース領域の間にチャネル領域を有しており、ドレイ
ン領域とチャネル領域とソース領域とを介して電流を流すことができる。ここで、ソース
とドレインとは、トランジスタの構造や動作条件等によって変わるため、いずれがソース
またはドレインであるかを限定することが困難である。そこで、本明細書においては、ソ
ース及びドレインとして機能する領域を、ソースもしくはドレインと呼ばない場合がある
。その場合、一例としては、それぞれを一方の端子、他方の端子と表記する場合がある。
あるいは、それぞれを第１の電極（端子）、第２の電極（端子）と表記する場合がある。
あるいは、ソース領域、ドレイン領域と表記する場合がある。あるいは、ソース端子、ド
レイン端子と表記する場合がある。
【００７１】
なお画素に設けるトランジスタの構造については逆スタガ型の構造でもよいし、順スタガ
型の構造でもよい。または、チャネル領域が複数の領域に分かれて直列に接続された、ダ
ブルゲート型の構造でもよい。または、ゲート電極がチャネル領域の上下に設けられたデ
ュアルゲート型の構造でもよい。また、トランジスタを構成する半導体層を複数の島状の
半導体層にわけて形成し、スイッチング動作を実現しうるトランジスタ素子としてもよい
。
【００７２】
次いで、図１（Ａ）乃至（Ｄ）で説明した第１のデータ線及び第２のデータ線に供給され
る第１の画像信号または第２の画像信号と、走査線の行が選択される様子について図面を
用いて説明する。すなわち、第１のデータ線及び第２のデータ線に供給される画像信号が
走査線の選択で選択された行の画素に供給されるか、供給されないかについて図面を用い
て示すものである。
【００７３】
図３（Ａ）には、第１の期間Ｔｐ、第２の期間Ｔｂ及び第３の期間Ｔｎでの、走査線の選
択、第１のデータ線の画像信号及び第２のデータ線の画像信号について示している。なお
図３（Ａ）で示す走査線の選択は、上段が上記図１（Ａ）乃至（Ｄ）で説明した画素部に
おける領域１００Ａ、下段が上記図１（Ａ）乃至（Ｄ）で説明した画素部における領域１
００Ｂに相当する。また図３（Ａ）で示す走査線の選択では、期間毎に選択する走査線の
行、及び第２の期間Ｔｂで走査線を非選択とすることについて示している。なお図３（Ａ
）で示す第１のデータ線及び第２のデータ線は、走査線の選択または非選択に応じて、第
１のデータ線に供給される各行の画像信号及び第２のデータ線に供給される各行の画像信
号を表している。例えば、１行目の画素に供給される画像信号であればＤ（１）で示し、
ｎ行目の画素に供給される画像信号であればＤ（ｎ）で示している。図中、「＋」は液晶
に正の電圧を印加するための第１の画像信号、「－」は液晶に負の電圧を印加するための
第２の画像信号であるとして示している。
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【００７４】
上記図１（Ａ）乃至（Ｄ）で説明したように第１の期間Ｔｐでは、１行目の画素に第１の
画像信号を書き込み、その後順次２行目乃至ｎ行目の画素に第１の画像信号を供給する。
次いで第２の期間Ｔｂでは、第３の期間Ｔｎで１行目の画素に供給する第２の画像信号を
、第１のデータ線に供給する。次いで第３の期間Ｔｎでは、１行目の画素より第２の画像
信号を書き込み、その後順次２行目乃至ｎ行目の画素に第２の画像信号を供給する。
【００７５】
また第１の期間Ｔｐでは、（ｎ＋１）行目の画素に正の電圧を書き込み、その後順次（ｎ
＋２）行目乃至２ｎ行目の画素に第１の画像信号を供給する。次いで図１（Ｄ）の第２の
期間Ｔｂでは、第３の期間Ｔｎで（ｎ＋１）行目の画素に供給する第２の画像信号を、第
２のデータ線に供給する。次いで図１（Ｄ）の第３の期間Ｔｎでは、（ｎ＋１）行目の画
素より第２の画像信号を書き込み、その後順次（ｎ＋２）行目乃至２ｎ行目の画素に第２
の画像信号を供給する。
【００７６】
第１の期間乃至第３の期間の電圧の変化は、第１の期間と第３の期間とでは、特に１行目
及び（ｎ＋１）行目の画素に第２の画像信号を供給する際、大きな電圧の変化が生じるこ
ととなる。そのため、予め第３の期間Ｔｎで１行目及び（ｎ＋１）行目の画素に供給する
第２の画像信号を第１のデータ線及び第２のデータ線に供給しておく第２の期間を設け、
電圧の変化を第３の期間の前に生じさせておく。その結果、第３の期間Ｔｎでは、予め第
１のデータ線及び第２のデータ線が負の電圧となっているため、１行目及び（ｎ＋１）行
目の画素より第２の画像信号を供給する際に第１のデータ線及び第２のデータ線の電圧の
変化が不十分なことによる表示不良を低減することができる。
【００７７】
なお図３（Ａ）で示した第２の期間は、長さを可変する期間であっても良いし、図３（Ｂ
）に示すように同じ画像信号を複数回、第１のデータ線及び第２のデータ線に供給する構
成としてもよい。当該構成とすることにより、第２の期間において、確実に第３の期間の
前に第１のデータ線及び第２のデータ線の電圧の変化を第２の期間で行うことができる。
【００７８】
なお以上説明したように本発明の一形態による構成では、第３の期間で１行目及び（ｎ＋
１）行目の画素に供給する第２の画像信号の電圧の変化が不十分とならないようにするこ
とができる。特に本実施の形態の構成では画素部の中央付近となる（ｎ＋１）行目の画素
に接続される第２のデータ線の電圧の変化が不十分となる際に効果的であり、視認する際
の表示不良を低減することができる。
【００７９】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【００８０】
（実施の形態２）
本実施の形態では、実施の形態１で説明した駆動方法を行う液晶表示装置の一例として、
フィールドシーケンシャル方式の表示を行う液晶表示装置を挙げて、図４乃至図７を参照
して説明する。
【００８１】
＜液晶表示装置の構成例＞
図４（Ａ）は、液晶表示装置の構成例を示す図である。図４（Ａ）に示す液晶表示装置は
、画素部３０と、走査線駆動回路３１と、データ線駆動回路３２と、各々が平行または略
平行に配設され、且つ走査線駆動回路３１によって電位が制御される３ｎ本（ｎは、２以
上の自然数）の走査線３３と、各々が平行または略平行に配設され、且つデータ線駆動回
路３２によって電位が制御される、ｍ本（ｍは、２以上の自然数）の第１のデータ線３４
１、ｍ本の第２のデータ線３４２、及びｍ本の第３のデータ線３４３と、を有する。
【００８２】
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さらに、画素部３０は、３つの領域（領域３０１乃至領域３０３）に分割され、領域毎に
マトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素を有する。なお、各走査線３３は、画
素部３０においてマトリクス状（３ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素のうち、いずれか
の行に配設されたｍ個の画素に接続される。また、各第１のデータ線３４１は、領域３０
１においてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素３５１のうち、いずれかの
列に配設されたｎ個の画素に接続される。また、各第２のデータ線３４２は、領域３０２
においてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素３５２のうち、いずれかの列
に配設されたｎ個の画素に接続される。また、各第３のデータ線３４３は、領域３０３に
おいてマトリクス状（ｎ行ｍ列）に配設された複数の画素３５３のうち、いずれかの列に
配設されたｎ個の画素に接続される。
【００８３】
なお本実施の形態においては、領域３０１乃至領域３０３を共にｎ行の画素を有する構成
として説明するが、領域毎に異なる行数の画素を有する構成としてもよい。
【００８４】
なお、走査線駆動回路３１には、外部から走査線駆動回路用スタート信号（ＧＳＰ）、走
査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ）、及び高電源電位、低電源電位などの駆動用電源
が入力される。また、データ線駆動回路３２には、外部からデータ線駆動回路用スタート
信号（ＳＳＰ）、データ線駆動回路用クロック信号（ＳＣＫ）、画像信号（ｄａｔａ１～
ｄａｔａ３）などの信号、及び高電源電位、低電源電位などの駆動用電源が入力される。
【００８５】
図４（Ｂ）乃至図４（Ｄ）は、画素の回路構成例を示す図である。具体的には、図４（Ｂ
）は、領域３０１に配設された画素３５１の回路構成例を示す図であり、図４（Ｃ）は、
領域３０２に配設された画素３５２の回路構成例を示す図であり、図４（Ｄ）は、領域３
０３に配設された画素３５３の回路構成例を示す図である。図４（Ｂ）に示す画素３５１
は、ゲート端子が走査線３３に接続され、ソース及びドレインの一方の端子が第１のデー
タ線３４１に接続されたトランジスタ３５１１と、一方の電極がトランジスタ３５１１の
ソース及びドレインの他方の端子に接続され、他方の電極が容量線に接続された容量素子
３５１２と、一方の電極（画素電極）がトランジスタ３５１１のソース及びドレインの他
方の端子並びに容量素子３５１２の一方の電極に接続され、他方の電極（対向電極）が対
向電位を供給する配線に接続された液晶素子３５１４と、を有する。
【００８６】
図４（Ｃ）に示す画素３５２及び図４（Ｄ）に示す画素３５３も回路構成自体は、図４（
Ｂ）に示す画素３５１と同一である。ただし、図４（Ｃ）に示す画素３５２では、トラン
ジスタ３５２１のソース及びドレインの一方が第１のデータ線３４１ではなく第２のデー
タ線３４２に接続される点が図４（Ｂ）に示す画素３５１と異なり、図４（Ｄ）に示す画
素３５３では、トランジスタ３５３１のソース及びドレインの一方が第１のデータ線３４
１ではなく第３のデータ線３４３に接続される点が図４（Ｂ）に示す画素３５１と異なる
。
【００８７】
＜走査線駆動回路３１の構成例＞
図５（Ａ）は、図４（Ａ）に示す液晶表示装置が有する走査線駆動回路３１の構成例を示
す図である。図５（Ａ）に示す走査線駆動回路３１は、ｎ個の出力端子を有するシフトレ
ジスタ３１１乃至シフトレジスタ３１３を有する。なお、シフトレジスタ３１１が有する
出力端子のそれぞれは、領域３０１に配設されたｎ本の走査線３３のいずれかに接続され
、シフトレジスタ３１２が有する出力端子のそれぞれは、領域３０２に配設されたｎ本の
走査線３３のいずれかに接続され、シフトレジスタ３１３が有する出力端子のそれぞれは
、領域３０３に配設されたｎ本の走査線３３のいずれかに接続される。すなわち、シフト
レジスタ３１１は、領域３０１において走査信号（選択信号）を供給するシフトレジスタ
であり、シフトレジスタ３１２は、領域３０２において走査信号を供給するシフトレジス
タであり、シフトレジスタ３１３は、領域３０３において走査信号を供給するシフトレジ
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スタである。具体的には、シフトレジスタ３１１は、外部から入力される走査線駆動回路
用スタートパルス信号（ＧＳＰ）をきっかけとして、１行目に配設された走査線３３を起
点として順次走査信号をシフト（走査線３３を走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ）
１／２周期毎に順次選択）する機能を有する。シフトレジスタ３１２は、外部から入力さ
れる走査線駆動回路用スタートパルス信号（ＧＳＰ）をきっかけとして、ｎ＋１行目に配
設された走査線３３を起点として順次走査信号をシフトする機能を有する。シフトレジス
タ３１３は、外部から入力される走査線駆動回路用スタートパルス信号（ＧＳＰ）をきっ
かけとして、２ｎ＋１行目に配設された走査線３３を起点として順次走査信号をシフトす
る機能を有する。
【００８８】
＜走査線駆動回路３１の動作例＞
上述した走査線駆動回路３１の動作例について図５（Ｂ）を参照して説明する。なお、図
５（Ｂ）には、走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ）、シフトレジスタ３１１が有す
るｎ個の出力端子から出力される信号（ＳＲ３１１ｏｕｔ）、シフトレジスタ３１２が有
するｎ個の出力端子から出力される信号（ＳＲ３１２ｏｕｔ）、及びシフトレジスタ３１
３が有するｎ個の出力端子から出力される信号（ＳＲ３１３ｏｕｔ）を示している。
【００８９】
第１の期間（Ｔｐ）において、シフトレジスタ３１１では、１行目に配設された走査線３
３を起点としてｎ行目に配設された走査線３３までハイレベルの電位が１／２クロック周
期（水平走査期間）毎に順次シフトし、シフトレジスタ３１２では、ｎ＋１行目に配設さ
れた走査線３３を起点として２ｎ行目に配設された走査線３３までハイレベルの電位が１
／２クロック周期（水平走査期間）毎に順次シフトし、シフトレジスタ３１３では、２ｎ
＋１行目に配設された走査線３３を起点として３ｎ行目に配設された走査線３３までハイ
レベルの電位が１／２クロック周期（水平走査期間）毎に順次シフトする。そのため、走
査線駆動回路３１は、走査線３３を介して、１行目に配設されたｍ個の画素３５１からｎ
行目に配設されたｍ個の画素３５１を順次選択するとともに、ｎ＋１行目に配設されたｍ
個の画素３５２から２ｎ行目に配設されたｍ個の画素３５２を順次選択し、２ｎ＋１行目
に配設されたｍ個の画素３５３から３ｎ行目に配設されたｍ個の画素３５３を順次選択す
ることになる。すなわち、走査線駆動回路３１は、水平走査期間毎に異なる３行に配設さ
れた３ｍ個の画素に対して走査信号を供給することが可能である。
【００９０】
第２の期間（Ｔｂ）において、走査線駆動回路用クロック信号（ＧＣＫ）、走査線駆動回
路用スタート信号（図示せず）の走査線駆動回路３１への入力を停止することで、走査線
駆動回路３１のハイレベルの電位を順次シフトさせて出力する走査信号を停止する。また
第３の期間（Ｔｎ）において、シフトレジスタ３１１乃至シフトレジスタ３１３の動作は
、第１の期間（Ｔｐ）と同じである。すなわち、走査線駆動回路３１は、第１の期間（Ｔ
ｐ）と同様に、水平走査期間毎に特定の３行に配設された３ｍ個の画素に対して走査信号
を供給することが可能である。なお第２の期間（Ｔｂ）において、走査線駆動回路用クロ
ック信号（ＧＣＫ）の走査線駆動回路３１への入力は、停止しなくてもよい。
【００９１】
＜データ線駆動回路３２の構成例＞
図６（Ａ）は、図４（Ａ）に示す液晶表示装置が有するデータ線駆動回路３２の構成例を
示す図である。図６（Ａ）に示すデータ線駆動回路３２は、ｍ個の出力端子を有するシフ
トレジスタ３２０と、ｍ個のトランジスタ３２１と、ｍ個のトランジスタ３２２と、ｍ個
のトランジスタ３２３と、を有する。なお、トランジスタ３２１のゲート端子は、シフト
レジスタ３２０が有するｊ番目（ｊは、１以上ｍ以下の自然数）の出力端子に接続され、
ソース及びドレインの一方の端子が第１の順序の画像信号（ｄａｔａ１）を供給する配線
に接続され、ソース及びドレインの他方の端子が画素部３０においてｊ列目に配設された
第１のデータ線３４１に接続される。また、トランジスタ３２２のゲート端子は、シフト
レジスタ３２０が有するｊ番目（ｊは、１以上ｍ以下の自然数）の出力端子に接続され、
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ソース及びドレインの一方の端子が第２の順序の画像信号（ｄａｔａ２）を供給する配線
に接続され、ソース及びドレインの他方の端子が画素部３０においてｊ列目に配設された
第２のデータ線３４２に接続される。また、トランジスタ３２３のゲート端子は、シフト
レジスタ３２０が有するｊ番目（ｊは、１以上ｍ以下の自然数）の出力端子に接続され、
ソース及びドレインの一方の端子が第３の順序の画像信号（ｄａｔａ３）を供給する配線
に接続され、ソース及びドレインの他方の端子が画素部３０においてｊ列目に配設された
第３のデータ線３４３に接続される。
【００９２】
なお、ここでは、第１の順序の画像信号（ｄａｔａ１）は、赤（Ｒ）の画像信号（バック
ライトが、赤（Ｒ）を点灯する際に画素において保持される画像信号）を第１のデータ線
３４１に供給し、次いで緑（Ｇ）の画像信号を第１のデータ線３４１に供給し、次いで青
（Ｂ）の画像信号を第１のデータ線３４１に供給する。また、第２の順序の画像信号（ｄ
ａｔａ２）は、青（Ｂ）の画像信号を第２のデータ線３４２に供給し、次いで赤（Ｒ）の
画像信号を第２のデータ線３４２に供給し、次いで緑（Ｇ）の画像信号を第２のデータ線
３４２に供給する。また、第３の順序の画像信号（ｄａｔａ３）は、緑（Ｇ）の画像信号
を第３のデータ線３４３に供給し、次いで青（Ｂ）の画像信号を第３のデータ線３４３に
供給し、次いで赤（Ｒ）の画像信号を第３のデータ線３４３に供給する。なお第１の順序
の画像信号乃至第３の順序の画像信号（ｄａｔａ１乃至ｄａｔａ３）は、同じタイミング
で行われることで互いに異なる色に対応した画像信号を供給するものとなる。なお第１の
順序の画像信号乃至第３の順序の画像信号（ｄａｔａ１乃至ｄａｔａ３）は、同じ色に対
応した画像信号を同じ順序で出力するものであってもよい。
【００９３】
＜バックライトの構成例＞
図６（Ｂ）は、図４（Ａ）に示す液晶表示装置の画素部３０の後方に設けられるバックラ
イトの構成例を示す図である。図６（Ｂ）に示すバックライトは、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）の３色を呈する光源を備えたバックライトユニット３６を複数有する。なお、複
数のバックライトユニット３６は、マトリクス状に配設されており、且つ特定の領域毎に
点灯を制御することが可能である。ここでは、３ｎ行ｍ列に配設された複数の画素に対す
るバックライトとして、少なくともｋ行ｍ列毎（ここでは、ｋは、ｎ／４とする）にバッ
クライトユニット３６が設けられ、該バックライトユニット３６の点灯を独立に制御でき
ることとする。すなわち、当該バックライトが、少なくとも１行目乃至ｋ行目の画素用バ
ックライトユニット～２ｎ＋３ｋ＋１行目乃至３ｎ行目の画素用バックライトユニットを
有し、それぞれのバックライトユニットの点灯を独立に制御できることとする。
【００９４】
＜液晶表示装置の動作例＞
図７は、上述した液晶表示装置における走査信号の供給と、バックライトの点灯タイミン
グとを示す図である。当該液晶表示装置は、第１の期間（Ｔｐ）において、１行目に配設
されたｍ個の画素３５１からｎ行目に配設されたｍ個の画素３５１を順次選択し、且つｎ
＋１行目に配設されたｍ個の画素３５２から２ｎ行目に配設されたｍ個の画素３５２を順
次選択し、且つ２ｎ＋１行目に配設されたｍ個の画素３５３から３ｎ行目に配設されたｍ
個の画素３５３を順次選択することで、各画素に第１の画像信号を入力する。次いで第２
の期間（Ｔｂ）において第１の期間（Ｔｐ）で点灯させたバックライトの点灯状態を保持
させながら、１行目乃至３ｎ行目の走査線を非選択として第１のデータ線乃至第３のデー
タ線に第３の期間Ｔｎで１行目、（ｎ＋１）行目、及び（２ｎ＋１）行目の画素に供給す
る第２の画像信号を供給しておく。次いで第３の期間（Ｔｎ）において、第１の期間（Ｔ
ｐ）とは異なる極性の第２の画像信号を各画素の入力していく。
【００９５】
また図７に示す液晶表示装置における走査信号の供給と、バックライトの点灯タイミング
は、領域（１行目乃至ｎ行目、ｎ＋１行目乃至２ｎ行目、及び２ｎ＋１行目乃至３ｎ行目
）毎に、走査信号の走査と、特定色を呈するバックライトユニット（赤（Ｒ）、緑（Ｇ）
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、または青（Ｂ））の点灯とを並行して行うタイミングとすることが可能である。
【００９６】
＜本実施の形態の液晶表示装置について＞
　本実施の形態の液晶表示装置は、上記実施の形態１の駆動方法の構成を適用して第３の
期間で１行目、（ｎ＋１）行目及び（２ｎ＋１）行目の画素に供給する第２の画像信号の
電圧の変化が不十分とならないようにすることができる。特に本実施の形態の構成では画
素部の中央付近となる（ｎ＋１）行目及び（２ｎ＋１）行目の画素に接続される第２のデ
ータ線及び第３のデータ線の電圧の変化が不十分となる際に効果的であり、視認する際の
表示不良を低減することができる。
【００９７】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【００９８】
（実施の形態３）
本実施の形態では、表示装置、ここでは液晶表示装置が有する画素の平面図及び断面図の
一例について図面を用いて説明する。
【００９９】
図８（Ａ）は表示パネルが有する複数の画素の１つの平面図を示している。図８（Ｂ）は
図８（Ａ）の一点鎖線Ａ－Ｂにおける断面図である。
【０１００】
図８（Ａ）において、第１のデータ線乃至第３のデータ線となる配線層（ソース電極層１
２０１Ａ乃至ソース電極層１２０１Ｃ、ドレイン電極層１２０２を含む）は、図中上下方
向（列方向）に延伸するように配置されている。走査線となる配線層（ゲート電極層１２
０３を含む）は、ソース電極層１２０１Ａ乃至ソース電極層１２０１Ｃに概略直交する方
向（図中左右方向（行方向））に延伸するように配置されている。容量配線層１２０４は
、ゲート電極層１２０３に概略平行な方向であって、且つ、ソース電極層１２０１Ａ乃至
ソース電極層１２０１Ｃに概略直交する方向（図中左右方向（行方向））に延伸するよう
に配置されている。
【０１０１】
図８（Ａ）において、表示パネルの画素には、ゲート電極層１２０３を有するトランジス
タ１２０５が設けられている。トランジスタ１２０５上には、絶縁膜１２２７、絶縁膜１
２２８、及び層間膜１２２９が設けられている。
【０１０２】
図８（Ａ）、図８（Ｂ）に示す表示パネルの画素は、トランジスタ１２０５に接続される
第１の電極層として透明電極層１２０８を有する。トランジスタ１２０５上の絶縁膜１２
２７、絶縁膜１２２８、及び層間膜１２２９には、開口（コンタクトホール）が形成され
ている。開口（コンタクトホール）において、透明電極層１２０８とトランジスタ１２０
５とが接続されている。
【０１０３】
図８（Ａ）、図８（Ｂ）に示すトランジスタ１２０５は、ゲート絶縁層１２１２を介して
ゲート電極層１２０３上に配置された半導体層１２０６を有し、半導体層１２０６に接し
てソース電極層１２０１Ａ及びドレイン電極層１２０２を有する。また、容量配線層１２
０４、ゲート絶縁層１２１２、及びドレイン電極層１２０２が積層して、容量素子１２０
７を形成している。
【０１０４】
また、トランジスタ１２０５が形成される第１の基板１２１８は、液晶層１２１７を間に
挟んで第２の基板１２１９と重畳ように配置されている。
【０１０５】
なお図８（Ｂ）では、トランジスタ１２０５としてボトムゲート構造の逆スタガ型トラン
ジスタを用いる例を示したが、本明細書に開示する液晶表示装置に適用できるトランジス
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タの構造は特に限定されない。例えば、ゲート絶縁層を介してゲート電極層が半導体層の
上側に配置されるトップゲート構造のトランジスタ、及び、ゲート絶縁層を介してゲート
電極層が半導体層の下側に配置されるボトムゲート構造のスタガ型トランジスタ及びプレ
ーナ型トランジスタなどを用いることができる。
【０１０６】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【０１０７】
（実施の形態４）
本明細書に開示する表示装置は、さまざまな電子機器（遊技機も含む）に適用することが
できる。電子機器としては、例えば、テレビジョン装置（テレビ、またはテレビジョン受
信機ともいう）、コンピュータ用などのモニタ、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ
等のカメラ、デジタルフォトフレーム、携帯電話機（携帯電話、携帯電話装置ともいう）
、携帯型ゲーム機、携帯情報端末、音響再生装置、パチンコ機などの大型ゲーム機などが
挙げられる。上記実施の形態で説明した表示装置を具備する電子機器の例について説明す
る。
【０１０８】
図９（Ａ）は、電子書籍の一例を示している。図９（Ａ）に示す電子書籍は、筐体１７０
０及び筐体１７０１の２つの筐体で構成されている。筐体１７００及び筐体１７０１は、
蝶番１７０４により一体になっており、開閉動作を行うことができる。このような構成に
より、書籍のような動作を行うことが可能となる。
【０１０９】
筐体１７００には表示部１７０２が組み込まれ、筐体１７０１には表示部１７０３が組み
込まれている。表示部１７０２及び表示部１７０３は、続き画面を表示する構成としても
よいし、異なる画面を表示する構成としてもよい。異なる画面を表示する構成とすること
で、例えば右側の表示部（図９（Ａ）では表示部１７０２）に文章を表示し、左側の表示
部（図９（Ａ）では表示部１７０３）に画像を表示することができる。
【０１１０】
また、図９（Ａ）では、筐体１７００に操作部等を備えた例を示している。例えば、筐体
１７００は、電源入力端子１７０５、操作キー１７０６、スピーカ１７０７等を備えてい
る。操作キー１７０６により、頁を送ることができる。なお、筐体の表示部と同一面にキ
ーボードやポインティングディバイス等を備える構成としてもよい。また、筐体の裏面や
側面に、外部接続用端子（イヤホン端子、ＵＳＢ端子、及びＵＳＢケーブル等の各種ケー
ブルと接続可能な端子等）、記録媒体挿入部等を備える構成としてもよい。さらに、図９
（Ａ）に示す電子書籍は、電子辞書としての機能を持たせた構成としてもよい。
【０１１１】
図９（Ｂ）は、表示装置を用いたデジタルフォトフレームの一例を示している。例えば、
図９（Ｂ）に示すデジタルフォトフレームは、筐体１７１１に表示部１７１２が組み込ま
れている。表示部１７１２は、各種画像を表示することが可能であり、例えば、デジタル
カメラ等で撮影した画像データを表示させることで、通常の写真立てと同様に機能させる
ことができる。
【０１１２】
なお、図９（Ｂ）に示すデジタルフォトフレームは、操作部、外部接続用端子（ＵＳＢ端
子、ＵＳＢケーブル等の各種ケーブルと接続可能な端子等）、記録媒体挿入部等を備える
構成とする。これらの構成は、表示部と同一面に組み込まれていてもよいが、側面や裏面
に備えるとデザイン性が向上するため好ましい。例えば、デジタルフォトフレームの記録
媒体挿入部に、デジタルカメラで撮影した画像データを記憶したメモリを挿入して画像デ
ータを取り込み、取り込んだ画像データを表示部１７１２に表示させることができる。
【０１１３】
図９（Ｃ）は、表示装置を用いたテレビジョン装置の一例を示している。図９（Ｃ）に示
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すテレビジョン装置は、筐体１７２１に表示部１７２２が組み込まれている。表示部１７
２２により、映像を表示することが可能である。また、ここでは、スタンド１７２３によ
り筐体１７２１を支持した構成を示している。表示部１７２２は、上記実施の形態に示し
た表示装置を適用することができる。
【０１１４】
図９（Ｃ）に示すテレビジョン装置の操作は、筐体１７２１が備える操作スイッチや、別
体のリモコン操作機により行うことができる。リモコン操作機が備える操作キーにより、
チャンネルや音量の操作を行うことができ、表示部１７２２に表示される映像を操作する
ことができる。また、リモコン操作機に、当該リモコン操作機から出力する情報を表示す
る表示部を設ける構成としてもよい。
【０１１５】
図９（Ｄ）は、表示装置を用いた携帯電話機の一例を示している。図９（Ｄ）に示す携帯
電話機は、筐体１７３１に組み込まれた表示部１７３２の他、操作ボタン１７３３、操作
ボタン１７３７、外部接続ポート１７３４、スピーカ１７３５、及びマイク１７３６等を
備えている。
【０１１６】
図９（Ｄ）に示す携帯電話機は、表示部１７３２がタッチパネルになっており、指等の接
触により、表示部１７３２の表示内容を操作することができる。また、電話の発信、ある
いはメールの作成等は、表示部１７３２を指等で接触することにより行うことができる。
【０１１７】
本実施の形態は、他の実施の形態に記載した構成と適宜組み合わせて実施することが可能
である。
【符号の説明】
【０１１８】
３０　　画素部
３１　　走査線駆動回路
３２　　データ線駆動回路
３３　　走査線
３６　　バックライトユニット
１００Ａ　　領域
１００Ｂ　　領域
１０１Ａ　　矢印
１０１Ｂ　　矢印
１０２Ａ　　点線矢印
１０２Ｂ　　点線矢印
１０３　　データ線駆動回路
１０４Ａ　　第１のデータ線
１０４Ｂ　　第２のデータ線
１０５　　走査線
１０６　　画素
１０７Ａ　　点線矢印
１０７Ｂ　　点線矢印
１０８Ａ　　点線矢印
１０８Ｂ　　点線矢印
１０９Ａ　　点線矢印
１０９Ｂ　　点線矢印
１１０　　点線
１１１　　点線
２０１　　画素部
２０２　　走査線駆動回路
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２０３　　データ線駆動回路
２０４　　走査線
２０５　　画素
２０５Ａ　　画素
２０５Ｂ　　画素
２０６Ａ　　第１のデータ線
２０６Ｂ　　第２のデータ線
２１１　　矢印
２１２　　矢印
２２１　　トランジスタ
２２２　　容量素子
２２３　　液晶素子
２３１　　トランジスタ
３０１　　領域
３０２　　領域
３０３　　領域
３１１　　シフトレジスタ
３１２　　シフトレジスタ
３１３　　シフトレジスタ
３２０　　シフトレジスタ
３２１　　トランジスタ
３２２　　トランジスタ
３２３　　トランジスタ
３４１　　第１のデータ線
３４２　　第２のデータ線
３４３　　第３のデータ線
３５１　　画素
３５２　　画素
３５３　　画素
９０１　　画素部
９０２　　走査線駆動回路
９０３　　データ線駆動回路
９０４　　走査線
９０５　　画素
９０６　　データ線
９０６Ａ　　第１のデータ線
９０６Ｂ　　第２のデータ線
９０７Ａ　　領域
９０７Ｂ　　領域
９１１　　矢印
９１２　　矢印
９１３　　矢印
９２１　　点線
９２２　　点線
１２０１Ａ　　ソース電極層
１２０１Ｂ　　ソース電極層
１２０１Ｃ　　ソース電極層
１２０２　　ドレイン電極層
１２０３　　ゲート電極層
１２０４　　容量配線層
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１２０５　　トランジスタ
１２０６　　半導体層
１２０７　　容量素子
１２０８　　透明電極層
１２１２　　ゲート絶縁層
１２１７　　液晶層
１２１８　　基板
１２１９　　基板
１２２７　　絶縁膜
１２２８　　絶縁膜
１２２９　　層間膜
１７００　　筐体
１７０１　　筐体
１７０２　　表示部
１７０３　　表示部
１７０４　　蝶番
１７０５　　電源入力端子
１７０６　　操作キー
１７０７　　スピーカ
１７１１　　筐体
１７１２　　表示部
１７２１　　筐体
１７２２　　表示部
１７２３　　スタンド
１７３１　　筐体
１７３２　　表示部
１７３３　　操作ボタン
１７３４　　外部接続ポート
１７３５　　スピーカ
１７３６　　マイク
１７３７　　操作ボタン
３５１１　　トランジスタ
３５１２　　容量素子
３５１４　　液晶素子
３５２１　　トランジスタ
３５３１　　トランジスタ
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置的驱动方法，用于在相同的定时
提供图像信号，以通过为每个像素列提供的多条数据线在不同区域上执
行反转驱动，由此导致显示缺陷不足可以减小数据线的电压变化。解决
方案：用于液晶显示装置的驱动方法包括第一时段，第二时段和第三时
段。提供第一时段，其中用于将正电压施加到液晶的第一图像信号经由
第一数据线和第二数据线提供给像素。提供第二时段，其中用于施加到
液晶的第二图像信号，要提供给第一行中的像素的负电压，而没有被扫
描线选择的像素被提供给第一数据线，并且用于施加到液晶的第二图像
信号，将要提供给第（n + 1）行中的像素的负电压提供给第二数据线。
提供第三周期，其中用于将负电压施加到液晶的第二图像信号经由第一
数据线和第二数据线提供给像素。图1：图1
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